
Grid Application 

テンプレートを 

紐解く 



ググるよりも ググられたい 



注意!! 
あくまでも Consumer Preview でのお話です。 

製品版では変わる可能性があります。 

というか、むしろ変わってほしい所もあります。 



•ソース読む 

•源典あたる 

•中を漁る 

•試す 

•公開する 





navigator.js? 

なんかある．．． 

Application1.PageControlNavigator 



PageControlNavigatorが呼ばれる場所は？ 

 

default.htmlで 

使われてる 

デバッグ実行してみると・・・ 

default.js 

navigator.js 



コントロールの作り方がなんとなく・・・ 

HTMLにdata-win-controlと
data-win-optionsを定義 

コンストラクタの第１引数に指
定されている要素、第２引数に
オプションが渡される模様 

詳細はまだまだ調査が必要 

• WinJS.UI.setOptionsとの兼
ね合い 

• プロパティが更新された時
の画面更新方法 

• CSSクラスの指定方法 

• etc… 

Ratingコントロールなどシンプ
ルなコントロールが参考になり
そう 



遷移部分をもう少し 

先頭ページのURL保持して 

画面遷移完了イベントひっか
けて 

画面遷移に画面遷移 

PageControlNavigatorのコンストラクタ 



遷移イベントを見てみる 

新しい要素を作って 

Pages.render? 

URLを渡してるが・・・ 

結果を自要素に設定して 

自要素からなんか削除してる・・・ 



ここから読み取れること 

Navigator 

• 「遷移依頼されたよ」って
ことを通知して、指定され
た値を渡すだけ 

• 実際の遷移は行って
いない 

• ってことは、画面遷移より
抽象的な遷移の橋渡し役 

• 例えば、Ajaxでよく
あった次のデータ
とってきた時に、url

パラメーター書き換
えて履歴に放り込む
ようなのとか 

• 履歴も管理してる模様 

Pages 

• 指定されたURLのHTMLを
取得 

• 指定された要素に取得し
た要素を設定 

• CSSやJSの解決も
やってる模様 

その他 

• 画面表示するしな
いは自前で実装 

• 結構、柔軟に遷移
(画面遷移ではな
い)を制御できる 



最低限必要な部分を取り出してみる 

これがないと動かない 

実装の都合っぽいので 

変わりそうな気もする 



遷移後の動きをみてみる 

URLをキーにしてPagesオブジェ
クトを定義しているらしい 

groupedItemsPage.js 

readyが呼ばれるらしい 

ってことでこいつはPagesのイベ
ント(っぽいもの)だろう 



再び ready 関数 

WinJS.UI.processAllしてないの
にいきなりコントロール化され
てる！！ 

考えられること 

• default.jsで最初にWinJS.UI.processAllしてるので、追加された要素
は良しなに自動でやってくれる 

• Pagesがロード後に内部的に行っている 



Pagesの中を探ってみる 

base.js 

Pagesの定義部分を全選択して
検索！！！ 

defineメソッドの中
に発見 



とりあえず消してみる w 

読み取り専用のため保存でき
ません。。。 

１．保存！ 

２．ファイルのプロパティから実態のありかは分かる 

3．コピーして読み取り専用はずして、プロジェクトに含める(ui.jsもついでに入れといた) 



とりあえず消してみる w その２ 

４．書き換え成功（戻り値は適当に合わせておく） 

5．htmlでbase.jsの参照先を変える 

6．動かして.winControlプロパティが取れないか確かめる 

取れない！！！ 

７．もちろんもとに戻して取れるかも確かめる 



•ソース読む 

•源典あたる 

•中を漁る 

•試す 

•公開する 


